








4.考察、ならびに結論 

千葉県下に於ける学校検尿の実態を、教育委員会アンケートにより調査した。その結果、

一県下に於いても、方法、判定規準にバラツキが多く、相互の比較が困難であることが分

かった。又第 3 次を実施している所も少なく、2 次で放置されているのが予想以上に多か

った。第 3次の方法によっても、結果の違いが見られた。 

有所見者の追跡が充分行なわれている所は少なかった。 

小児慢性腎疾患児の病院アンケート調査では、病型により、集団検尿の発見率は明らかに

違いがあり、また年令構成は、幼児検尿の実施と関係があると思われた。 

学校検尿の方法、判定基準を一定にし、その予後追跡をシステム化する必要性が痛感され

た。また幼児検尿の実施の普及により、腎炎の発見が増加すると思われる。 


